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1.はじめに 

近年、ＰＣグラウト充填不良によるＰＣ鋼材の著しい腐食のために架け替えを行った妙高大橋の事例 1）や、海外
においてＰＣ鋼材腐食によりＰＣ鋼材が破断し崩落したケ−ス（イタリアのモランディ橋）2）等が報告されている。
また、ＰＣグラウト充填不良が原因で橋⾯から⽔や塩分が進⼊し、シ−ス内のＰＣ鋼材（特に平成 5 年以前に製作
されたＰＣポステンＴ桁橋において PC 鋼材を上縁に定着する工法が採用されていた）に腐食が発生し、ＰＣ構造
物の耐荷⼒や耐久性に影響を及ぼしたケ−スも⾒られる。著者らは、下記に⽰す実橋ＰＣ橋における補修設計およ
び詳細調査から、ＰＣグラウトの充填不良やシース内のＰＣ鋼材の腐食が懸念されたため、そのＰＣグラウト充填
確認試験を実施した。本論文では各確認試験とその結果について報告・考察している。図-1、2 に対象橋梁の断⾯
図を、下記に⽰す①〜③および表-1 に主な橋梁諸元を⽰す。 
① 架設年度：1983 年（昭和 58 年） 橋⻑：215.8ｍ 全幅員：15.35ｍ ⽀間割：33.65m＋4＠37.00m＋33.73m 
② 道路橋⽰方書・同解説（日本道路協会）：昭和 53 年（上部構造）昭和 55 年（下部構造） 
③ 上部工形式：Ａ１〜Ｐ１、Ｐ５〜Ａ２区間（ＰＣ単純ポステン箱桁）Ｐ１〜Ｐ５区間（ＰＣ単純ポステンＴ桁） 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.ＰＣ橋のシース内グラウト状況確認 3） 

 Ａ１〜Ｐ2 区間の主桁下⾯（箱桁、Ｔ桁）の
シース状況写真を⽰す。シ−スは表⾯に錆が
⾒られる程度であり、空洞は確認できなかっ
た。また、それらの個所付近に対して打音検
査を実施したが、特に問題はなかった。 

シ−ス内グラウト確認試験は、図-3 に⽰ 
す 3 箇所（ＰＣ箱桁部 1 カ所、ＰＣＴ桁部 
2 カ所）にて実施した。その状況を写真-1､ 
2､3 に⽰す。 
 
3.ＰＣグラウト充填確認試験 3） 

 ＰＣグラウトの充填状況を把握するための確認試験方法として、広帯域超音波試験 3）､X 線透過撮影試験 3）､微破
壊ファイバ−スコ−プ試験等の⾮破壊試験 3）を実施した。各試験内容・結果は 3.1、3.2、3.3 に記述している。 
キ−ワ−ド：ＰＣグラウト、広帯域超音波試験方法、Ｘ線透過撮影試験、微破壊ファイバ−スコ−プ試験 
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A1〜Ｐ１、Ｐ５〜Ａ２区間(単位 mm) 

図-1 ＰＣポステン箱桁部 

写真-1 Ａ部（箱桁） 

   表-1 橋梁諸元 

図-3 Ａ１〜Ｐ2 区間のシース確認試験調査位置 

写真-3 Ｃ部（ﾎﾟｽﾃﾝ T 桁） 写真-2 Ｂ部（ﾎﾟｽﾃﾝ T 桁） 

Ｐ１~Ｐ５区間(単位 mm) 

図-2 ＰＣポステンＴ桁部 
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3.1 広帯域超音波試験 3）（ＰＣポステン箱桁に対して試験実施） 

本試験では、通常の超音波法より広い帯域（2.5kHZ〜1MHZ）の超音波を用いた広帯域超音波法により、主にシ
−スからの反射波を分析してＰＣグラウト充填状況を調査した。今回の試験箇所を写真-4 に⽰す。ＰＣグラウト充
填は、表-2、写真-5､6（反射波による低周波分布）より良好と判断される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.2 Ｘ線透過撮影試験 3）（ＰＣポステンＴ桁に対して試験実施） 

 本試験は、医療で用いられるＸ線撮影と同じ原理で対象物内部の様子を破壊せずに検査する方法である。検査方
法には、モニタ−に投影しながらリアルタイムに検査する方法と、Ｘ線フイルム等により撮影して検査する方法の
２種類がある。今回は後者の方
法にて試験を行った。この試験
方法は部材厚が 30ｃｍ以内で
有効な試験方法である。写真-7
〜9 に今回の試験状況（G2 桁）
を⽰している。写真-9 よりグラ
ウトが充填されていることや、スタ−ラップ筋が確認された。 
3.3 微破壊ファイバ－スコ－プ試験 3）（ＰＣポステン箱桁、ＰＣポステンＴ桁に対して試験実施） 

 削孔調査では、グラウト充填状況、滞⽔の有無について調査を行い、PC
鋼材の劣化進行に与える影響について検証した。削孔は、定着桁両端 1/4 点
にある 2 本のシ−ス管について、中央部分付近で実施した。シ−ス管位置
まで削孔後、マイクロスライド等でシ−ス管を開削し、ファイバ−スコ−プ
を用いてグラウト充填状況を調べた。写真-10 に⽰すように、シース管のグ
ラウト充填が確認された。 
 

4.結論 

 ⾮破壊試験方法の２方法（広帯域超音波試験、Ｘ線透過撮影試験法）およ
び微破壊ファイバ−スコ−プ試験により、シース管内のグラウト充填を確認 
した。本橋ではシース管内のＰＣ鋼材腐食はないと考えられ、耐荷⼒低下は⾒られないことを確認できた。 
【参考文献】1）一般国道 18 号 妙高大橋の損傷と現状報告について。  2)日経コンストラクション ,特集イタリ
ア「モランディ橋」はなぜ落ちたか,2018.12.24。 3）東勘六橋確認試験結果（広帯域超音波試験、Ｘ線透過試験、
微破壊ファイバ−スコ−プ試験等）報告書より 2020.1。 4）湯間ら：広帯域超音波を用いた PC 構造物のグラウト
充填状況確認試験,⼟⽊学会第 65 回年次学術講演会, ｐ447~448,平成 22 年９⽉。  

表-2 グラウト充填調査結果一覧表 

写真-5 反射波 低周波分布（Ｌ側 C1） 写真-6 反射波 低周波分布（Ｌ側 C4） 

写真-4 Ａ１〜Ｐ１区間の調査

写真-10 削孔調査結果 

写真-8 Ｘ線試験状況（Ｇ２桁） 写真-7 Ｘ線試験機器 写真-9 Ｘ線撮影試験（Ｇ２桁） 

鉛直：スターラップ筋 

斜め：グラウト充填状況 
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